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近年新生児の呼吸不全に対し人工肺による呼吸補助 (Extracorporeal Membrane Oxygenation = E 
GMO) の有用性が認められているO しかし高度な循環不全を伴う症例では，従来の ECMO を施行して
も救命困難な例がみられるO そこで ECMO 中の循環補助をより強力に行うことを目的に，新生児用拍
動流 ECMO 装置を試作した。本研究ではエンドトキシン投与による循環不全モデルに対する拍動流 E
CMO の有用性について定常流 ECMO と比較検討した。
(方法)






2 )エンドトキシンショックモデル:対象は平均体重 2.5kg (2.0-3.0kg) の仔犬 4 頭で，エンドトキシ
ン 5 mg/kgを 2 分間かけて静脈内投与し210 分間観察した。動脈圧，心拍数，腎血流量は持続的にモ
ニターし，動脈血 pH ， base excess (BE) ，血清乳酸値を30分毎に測定した。なお乳酸値は酵素カラ
ム法にて測定した。
3) エンドトキシンショックモデルに対する拍動流 ECMO の効果:対象は仔犬10頭(体重2.2 -3.6kg , 
-273-
平均2.7kg) で，全身麻酔下にエンドトキシンを投与し， 30分後より拍動流 RCMO を180分間行った。
(拍動流群)。血圧，心拍数，腎血流量を持続的にモニターし，動脈血 pH ， BE，血中乳酸値，カテコラ
ミン値を30分毎に測定した。なおカテコラミン値は高速液体クロマトグラフィ一法にて測定した。対
照として仔犬10頭(体重1.6-4.0 kg，平均 2.6kg) を用いて定常流 ECMO を180分間行い(定常流群) , 





30分後より有意に低下し血中乳酸値は120分後より有意に上昇し動脈血 Base Excess (BE) は 60
分後より有意に低下した。
2 )エンドトキシンショックモデ、ルに対する拍動流 ECMO の効果:最高血圧はエンドトキシン投与後
30分に両群とも有意に低下し，拍動流群では ECMO 開始後60分から，定常流群に比べ有意に高値を
とった。動脈血 pH ， BE はエンドトキシン投与後両群とも低下したが，動脈血 pH は ECMO 開始120 ，
180分後には拍動流群で有意の高値を示し， BE は ECMO 開始150分以後で拍動流群で有意に高値をとっ





し拡張期カウンターパルセイションによる拍動流 ECMO を行い その循環補助効果を定常流 ECMO
と比較検討した。
2. エンドトキシン投与により血圧，腎血流量の低下がみられたが，拍動流群では，動脈血圧，腎血流
量とも定常流群に比べ高値をとった。拍動流群では定常流群に比べ動脈血 pH ， BE は高値で，血中乳
酸値は低値をとり，代謝性アシドーシスは軽度であった。また拍動流群では定常流群に比べ，血中ノ
ルアドレナリン値は低値をとった。








ションによる拍動流 ECMO を行った群では定常流ECMO を行った群に比べ，動脈圧，腎血流量，動脈
血 pH ， BE は高値で，動脈血乳酸値は底値をとり，拍動流 ECMO はエンドトキシンショックにおける
循環不全の改善に有用であることが示された。
以上，本装置は，新生児を対象とした新しい呼吸循環補助装置として，従来救命が困難であった循環
不全合併例にもその臨床上の有用性が期待され，学位を授与するに値すると評価される。
